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一
　　　f＝0．630～0．654（Hz）
（e）1st　sym．　mode　of　torsional　vibration
査臨
　　1＼ TorsionaI
　　　　　sym・vibration
1
2
3
4
0．517
1．048
2．090
3．549
0．525
1．050
、2．090
3．549
Fig．6（a）～（e）Modes　of　the　vertical　vibrations
　　　of　Wakato　Bridge，一：calculated，
　　　・measured．
Table　5 Horizontal　natural　frequencies　of　the　side
span
mode　number （餓）
6．まとめ
　若戸大橋の固有振動解析の結果を要約すると，次の
とおりである．
（1）鉛直対称振動の固有振動数は，計算値と計測値が
ほぼ一致する．
（2）鉛直逆対称振動では，低次振動においてセンター
ステイの有無が大きな影響を及ぼす．センターステイ
が有る場合，その固有振動数は無い場合に比べて32％
も大きくなる．各々の場合の計算値と計測値はほぼ一
致する．
（3）ねじれおよび水平振動では，対称1次振動の計算
値が計測値よりも，それぞれ25％，17％低くなる．
（4）ケーブルのヤング率E。の大きさは，鉛直および
ねじれの対称振動に効くが，1次振動を除くと，その
効果は小さい．出戸大橋の設計時のヤング率E。＝
1．6×107t／m2は，過小評価といえる．
（5）鉛直およびねじれの対称振動では，中央径問と側
1
2
3
4
1．622
2．429
3．339
4。428
径間の間に連成が生じる．しかし，中央径間の振動が
卓越する固有振動形を持つ場合，固有振動数において
側径間の影響はあまりない．
（6）固有振動形は鉛直，ねじれおよび水平振動とも計
算値と計測値が良く一致する．
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